
日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商 報
時

日合商支部 2024 年度総会を開催しました

6 月 21 日（金）
東関東支部   総会・講演会・懇親会
ホテルグリーンタワー幕張にて　参加 49 名

総会は、遠藤又四郎支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認さ
れました。つづく講演会は、三遊亭鬼丸 師匠を講師に招き、「落語的人生
のすすめ」を演題にご講演いただきました。懇親会は、足立建一郎理事
長による来賓挨拶、東関東支部 秋山奈穂子氏による乾杯の発声で始まり、
SMB 建材㈱首都圏営業部部長代理 パートナーセルスチームリーダー高山
竜一氏の中締をはさんで交流を深めました。

総会挨拶に立つ
遠藤又四郎支部長

懇親会で来賓挨拶を述べる
足立建一郎理事長

6 月 28 日（金）
北陸支部   総会・講演会・懇親会
ホテル日航金沢にて　参加 60 名

7 月 4 日（木）
九州支部   総会・講演会・懇親会
ANA クラウンプラザホテル福岡にて　参加 91 名

7 月 8 日（月）
四国支部  役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルマイステイズ松山にて　参加 47 名

総会は、石橋智洋支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認され、中村
正治副支部長の閉会挨拶で終了しました。つづく講演会は、三井物産㈱ 北陸
支社 地域アライアンスコーディネーター 小竹経一氏を講
師に招き、「ぼくなりの営業作法～ DX 時代のアナログな
営業について～」を演題にご講演いただきました。懇親会
は、足立建一郎理事長による来賓挨拶で始まり、岡村謙作
幹事の中締をはさんで交流を深めました。

総会は、越智通広支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認されま
した。つづく講演会は、経済ジャーナリスト 内田裕子氏を講師に招き、「日
本経済の大転換点 中小企業にチャンスあり」を演題に
ご講演いただきました。懇親会は、足立建一郎理事長
による来賓挨拶、新栄合板工業㈱ 代表取締役社長 古澤
憲司氏による乾杯の発声で始まり、手塚勝己副支部長
の中締をはさんで交流を深めました。

役員会・総会・講演会・懇親会を開催。総会は、村上髙志支部長の挨拶
に始まり、全議案が全会一致で承認されました。つづく講演会は、清水
英雄事務所㈱ 代表取締役 清水大悟氏を講師に招き、「住生活産業界の展
望 2024 ～市場動向・行政動向を読み解きビジネスチャンスへ～」を演
題にご講演いただきました。懇親会は、村上髙志支部長による挨拶、伊
藤忠建材㈱ 四国支店支店長 高岡紀貴氏による乾杯の発声で始まり、タカ
ラスタンダード㈱ 四国支店支店長 野間秀展氏の中締をはさんで交流を深
めました。

総会挨拶に立つ
石橋智洋支部長

講演会の講師は
小竹経一氏

懇親会で
来賓挨拶を述べる
足立建一郎理事長

6 月 24 日（月）
中国支部   総会・講演会・懇親会
リーガロイヤルホテル広島にて　参加 81 名

7 月 2 日（火）
東京支部   総会・講演会・懇親会
LEVEL XXI 東京會舘にて　参加 116 名

総会は、三島英揮支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認さ
れました。つづく講演会は、関西学院大学教授で特定非営利活動法人
ジャパン・プラットフォーム顧問を務める村尾信尚氏を講師に招き、「不
確実性の時代に向き合う」を演題にご講演いただきました。懇親会は、
TOTO ㈱中国支社長 木下 実氏による乾杯の発声で始まり、双日建材㈱中
国支店長 入口 隆氏の中締をはさんで交流を深めました。

総会は、小川明範支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認され
ました。つづく講演会は、国土交通省住宅局住宅生産課 課長 山下英和
氏を講師に招き、「令和 6 年度　住宅行政の動向について」を演題にご
講演いただきました。懇親会は、石巻合板工業㈱ 代表取締役社長 野田
四郎氏による乾杯の発声で始まり、伊藤忠建材㈱ 専務取締役 森 康氏の
中締をはさんで交流を深めました。

総会挨拶に立つ
三島英揮支部長

総会挨拶に立つ
小川明範支部長

講演会の講師は
村尾信尚 氏

講演会の講師は
山下英和氏

6 月 17 日（月）
神奈川支部   総会・懇親会
崎陽軒本店にて　参加 65 名

総会は、伊藤元二支部長の挨拶に始まり、全議
案が全会一致で承認されました。つづく懇親
会は、神奈川支部 和田庸平氏による乾杯の発
声で始まり、タカラスタンダード㈱ 支店長 増
田真也氏の中締をはさんで交流を深めました。

総会挨拶に立つ
伊藤元二支部長

6 月 13 日（木）
北関東支部   総会・講演会・懇親会
ザ・マークグランドホテルさいたま新都心にて　参加 55 名

総会は、林 紀尚支部長の挨拶に始まり、全議案が全会一致で承認されま
した。つづく講演会は、古市佳央氏を講師に招き、

「幸福度を上げる五つのポイント」を演題にご講演
いただきました。懇親会は、足立建一郎理事長に
よる来賓挨拶、林 紀尚支部長による乾杯の発声で
始まり、吉野石膏㈱北関東支店長 鈴木大介氏の中
締をはさんで交流を深めました。

総会挨拶に立つ
林 紀尚支部長

総会挨拶に立つ
越智通広支部長

総会挨拶に立つ
村上髙志支部長

懇親会で来賓挨拶を述べる
足立建一郎理事長

懇親会で来賓挨拶を述べる
足立建一郎理事長

講演会の講師は
古市佳央氏

講演会の講師は
内田裕子氏

講演会の講師は
清水大悟氏
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※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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東京の合板卸売り価格

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

6 月 12 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

6 月 19 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比
950

1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

6 月 26 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

7 月 3 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

7 月 10 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

7 月 17 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

2024 年度より会員の皆様の
福利厚生サービスの向上を図るため

福利厚生制度
「損害保険 / 集団扱制度」

ご紹介！
メリット 1　保険料が割安！
メリット 2　制度対象者の幅広さ
メリット 3　スムーズなお支払い！

詳細はこちらから

合板需給検討委員会
2024 年 6 月 11 日の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合による

「2024 年度第一回合板需給検討委員会」を林野庁木材利用課ご臨席のも

と、合板会館（日合商会議室）において開催。木材行政推進のための情

報として林野庁に提供した合板の短期需給見通しの検討結果です。

　国産合板の需要

1. 令和 6 年第 1 四半期の実績について　　今回（590 千㎥）
　�（実績数量の背景、前年同期との比較等）合板需要に影響を与える木造の着工戸数は 3 月末で 24 か

月連続しての減少。実需が乏しい中、価格も月を追うごとに下落し、需要側が当用買いを徹底した
ことから、1 月及び 2 月の出荷量は 200 千㎥を下回る低水準で推移。ただし、3 月に入ると、供給
側から値上げのアナウンスが入ったことから底値感が払拭され、需要側からは新規オーダーも入り
200 千㎥を超える出荷となる。当初は、前期比 96％、前年同期比 115％の見通しを立てたが、1 月
～ 2 月の価格下落の影響が大きく、前年同期比 102.7％の結果となる。

2. 令和 6 年第 2 四半期の見込みについて）　今回（630 千㎥）
　�（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）3 月に発注した製品の納品が 4 月にずれ込んだ事もあり、

4 月は 21 万㎥を超える出荷量となる。4 月は新旧価格が入り混じっていたものの、底値感が払拭さ
れたことから、従来の当用買いからの変化が伺える。なお、第 2 四半期の合板需要に影響を与える
第 1 四半期の木造の着工数は、前年同期比 96.9％と需要回復は見込めないものの、底値払拭という
こともあり、5 月及び 6 月も 4 月と同程度の需要と推測。よって、前年同期比 101.9％と見込む。

3. 令和 6 年第 3 四半期の見通しについて　今回（630 千㎥）
　�（見通し作成の根拠）4 月の新設住宅着工数は、11 か月振りに増加に転じたものの、持家は 29 か月

連続して減少し、分譲戸建も 18 か月連続の減少。ただし、住宅市況調査等によると第 2 四半期以
降の新規受注の持ち直しの声も聞こえてくる。昨年は、価格の下落に歯止めが掛り、底値感が払拭
されたことで、出荷量は供給量を上回ったが、今期は市況の回復も見えにくく大きな価格変動が見
込めない状況では、前期と同程度の 630 千㎥となる見通し。

　（前年同期との差異について）結果、前年同期比 95.3％の見通し。
4. 令和 6 年第 4 四半期の見通しについて　今回（640 千㎥）
　�（見通し作成の根拠）合板需要に影響を与える木造の着工数の回復は現時点では不透明。また、秋

需や住宅ローン金利上昇による駆け込み需要の発生も聞こえるものの、現時点では予測外とする。
需要に関しては、第 3 四半期を多少上回る 640 千㎥の出荷量と予測。

　（前年同期との差異について）結果、前年同期比 93.1％の見通し。

　輸入合板の需要

1. 令和 6 年第 1 四半期の実績について　　今回（547 千㎥）
　�（実績数量の背景、前年同期との比較等）為替相場が安定せず、輸入商社は新規オーダーを控え、

不足分だけのオーダーに徹する。なお、需要側も今後の価格上昇には理解を示しているものの、
実需の乏しさにより値戻しには至らず、価格は保合状態が継続。当初は、前年同期比 103.8％の
見通しをたてたが、品不足の製品も発生していることから、供給量と見合いの出荷量の 547 千
㎥となり、前年同期比では 109.2％の結果となる。

2. 令和 6 年第 2 四半期の見込みについて　今回（530 千㎥）
　�（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）為替円安の影響で、輸入商社からの新規オーダーは

限られ、港頭在庫は減少傾向にある。現地合板工場では、生産コストの UP や原木不足によりオ
ファー価格の UP を唱えるものの、価格は実需の不透明感があることから、値上げまでには至っ
ていない状況。然しながら、塗装型枠合板を中心に品不足の製品も発生しており、供給量と見
合いの出荷量と推測。結果、前年同期比 114.7％を見込む。

3. 令和 6 年第 3 四半期の見通しについて　今回（540 千㎥）
　�（見通し作成の根拠）港頭在庫は少ない状況が続くと推測されるが、産地価格の状況や為替の状

況、加えて国内市況の不透明感もあることから、供給量は、大幅には増えず不足分の手当が継
続すると推測。需要期を控えるものの、需要側も不足分の手当を継続すると予測されることから、
入荷量相当分の出荷量となる見通し。

　（前年同期との差異について）結果、前年同期比 104.7％の見通し
4. 令和 6 年第 4 四半期の見通しについて　今回（550 千㎥）
　�（見通し作成の根拠）ゼネコンはマンションや非住宅物件の受注を抱えていると聞こえるが、一

方では型枠業者の不足もあり型枠はパネル採用の動きもみられる。秋需に期待したいところだ
が、産地の状況や為替の影響も不透明なことから、供給は前期同水準での入荷量で推移すると
みられ、需要側も前期同様に入荷量相当分の出荷量となる見通し。

　（前年同期との差異について）結果、前年同期比 94.9％の見通し

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板
2024（R6）

1-3
前回予測 (1,199) (660) (539) (1,180) (660) (520) (989.959) (108.840) (881.119)

実績 1,142.745 599.304 543.441 1,136.615 589.813 546.802 977.089 118.331 858.758

4-6
前回予測 (1,200) (680) (520) (1,180) (660) (520) (1,009.959) (128.840) (881.119)

見込み 1,155.000 620.000 535.000 1,160.000 630.000 530.000 972.089 108.331 863.758

7-9
前回予測 (1,245) (690) (555) (1,200) (670) (530) (1,054.959) (148.840) (906.119)

見通し 1,198.000 650.000 548.000 1,170.000 630.000 540.000 1,000.089 128.331 871.758
10-12 見通し 1,230.000 680.000 550.000 1,190.000 640.000 550.000 1,040.089 168.331 871.758
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概　要
　2024 年 4 月の新設住宅着工戸数は 76,583 戸（前年同月比 13.9％増）で 11 カ月ぶりの増加

となった。その内、木造住宅は 38,809 戸（前年同月比 4.4％増）で 25 カ月ぶりの増加。季節

調整済年率換算値は 88.0 万戸で前月比 15.8％増、4 カ月ぶりの増加となる。

　利用関係別では、持家が 17,878 戸（前年同月比 3.9％減）で 29 カ月連続の減少、貸家は

34,598 戸（同比 20.6％増）で先月の減少から再びの増加、分譲住宅は 22,955 戸（同比 16.5％増）

で 4 カ月ぶりの増加となった。分譲の内訳は、マンションが 12,226 戸（同比 69.0％増）4 カ

月ぶりの増加、戸建ては 10,579 戸（同比 14.4％減）と 18 カ月連続の減少となった。

　持家が減少したが、貸家、分譲住宅が増加したため、全体で前年同月比 13.9％の増加となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　4 月の国内合板生産量 21.3 万㎥（前月比 108.0％、前年同月比 109.0％）と発表された。その内、

針葉樹合板の生産量は 21.0 万㎥（同比 108.1％、109.6％）となり、出荷量は 20.9 万㎥（同比

103.9％、104.4％）で在庫量は 18.0 万㎥となった。

　輸入合板の 4 月度入荷量は 17.4 万㎥（前月比 105.8％、前年同月比 115.3％）となった。国

別入荷量は、マレーシアが 4.4 万㎥、インドネシアが 5.9 万㎥、中国が 4.2 万㎥となっている。

今後の見通し
　輸入合板は、港頭在庫も調整され安値は払拭された展開である。需要背景が乏しいことや為

替の影響もあり、現地への発注量は小ロット傾向となっている。産地価格も底打ちの様相を呈

していることを踏まえて行動することをお勧めしたい。　

　国内針葉樹合板の状況は、メーカー各社が生産体制及び価格の見直しを図ったことで徐々に

出荷が増えつつある。これからの需要を考えると、メーカー・商社・問屋が節度をもった生産・

販売を心掛けることで、減産を含めた生産調整が更に進み、需要回復が期待される。しかし、

減産体制を今後も維持できるかに対しては、まだ不安の声は完全に払拭できていないため、今

後の需要回復のためにも、メーカー各社の対応に期待したい。

　国内合板、輸入合板で居所の違う状況が続くと思われる。

日本合板商業組合東京支部
東京都ベニヤ板問屋協同組合

新風会　猪爪  清和
合板市況と今後の見通し
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2024（令和 6）年 7 月～ 9 月需要動向予測（抜粋）

J K情報センター

販売店様による景気動向の推移

販売店様による需要予測

過去 2 年間の仕事量の見通しを
ポイントで表したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中からお選び頂き、総回答数よりそれぞ
れの割合を算出しました。
単位は、「％」となります。

全国　回答数 2,532
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日合商支部・地区支部   活動スケジュール
日程 支部・地区支部 内容 会場

8 月 8 日（木） 北海道
懇親ゴルフコンペ・

懇親ビール会
真駒内カントリークラブ

8 月 27 日（火） 新　潟 定期総会 ANA クラウンプラザホテル新潟

    2024 年度  定期 日合商 WEB セミナー　予定

  講師：清水英雄事務所株式会社　代表取締役社長　清水 大悟  氏

 第 2 回 9 月 12 日（木）14：00 ～ 15：30
 テーマが変わります！

     「これからの工務店支援に必要なデジタル知識を学ぶ」
 内  容　�販売店にとって重要な取引先である工務店は、現在、非常に大きな岐路に立たされています。様々

な法改正・社会情勢の変化の影響で、「工務店支援」は新たな手法に変化し始めています。工務店
の営業力・工事力・売上の向上・拡大を促すことが重要であり、工務店がビジネスを遂行する上で
必要な業務・営業・商品・販売・WEB 等のトータルマネジメント方法を流通店・販売店の皆様が、
デジタルツールを活用し「モノからコトへ」の次のステップである「コンサル提案」へ繋げるため
にも、デジタル知識を学ぶことは非常に重要です。

2024 年
7 月〜 9 月

2023 年
7 月〜 9 月

日合商ホームページ

トピックスより
抜粋

2024.07.08　お知らせ
花粉症対策木材利用促進支援事業のウェブサイトを公開
令和 6 年度の花粉症対策木材利用促進事業の内容を掲載しました。

2024.06.19  官公庁からのお知らせ
【林野庁】「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート

6 月号は、令和 6 年能登半島地震に係る林野関係の被害・対応状況の第 6 報や
令和 5 年度森林・林業白書について特集しています。

受講お申し込みは
こちらから

2024年7 月25 日　現在

日合商 HP
トピックス

北海道	 -0009- ⑥	 ㈱アオバボード	 代表取締役社長	 滝本 智

北海道	 -0010- ⑥	 ㈱中野銘木店	 取締役社長	 中野 典一

北海道	 -0011- ⑥	 オー・ジー㈱	 北海道支店 支店長	 吉田 仁彦

東北	 -0008- ⑥	 大蔵産業㈱	 代表取締役	 渡山 之俊

東北	 -0099- ①	  	 所長	 一戸 敬

北関東	 -0005- ⑥	 ミズノ㈱	 代表取締役社長	 水野 美和

北関東	 -0007- ⑥	 ヤマワ合板 ㈱	 代表取締役	 若林 郁夫

北関東	 -0074- ③	 ㈱エム・ジェイ・ウッド	 代表取締役	 島上 誠司

北関東	 -0075- ③	 ㈱丸松	 代表取締役	 忍足 松太郎

北関東	 -0018- ⑥	 ㈱アイヅヤ	 代表取締役	 星 高広

北関東	 -0023- ⑥	 ㈱桝徳	 代表取締役	 星野 敏之

北関東	 -0024- ⑥	 ㈱ランバースクエア	 代表取締役	 柴田 透

北関東	 -0026- ⑥	 ウッド建材㈱	 代表取締役	 小黒 義幸

北関東	 -0027- ⑥	 ㈲藤田材木店	 代表取締役	 藤田 晋輔

東京 S	 -0003- ⑥	 ㈱オーシカ	 代表取締役	 堀口 和秀

東京・新潟	 -0043- ⑥	 ㈱カヤノ	 代表取締役	 茅野 与志樹

東京・長野	-0040- ⑥	 ㈱丸富	 代表取締役	 小笠原 政秀

東京・静岡	-0044- ⑥	 池田ベニヤ㈱	 代表取締役	 池田 道昭

東京	 -0027- ⑥	 マルシン建材㈱	 代表取締役社長	 杉山 徹

東京	 -0038- ⑥	 吉川ベニヤ㈱	 代表取締役	 吉川 雄貴

東京	 -0039- ⑥	 ㈱角吉商店	 代表取締役	 石川 健太

東京	 -0045- ⑥	 和以美㈱	 代表取締役	 田中 幸治

東京	 -0046- ⑥	 ナイス㈱	 代表取締役社長	 津戸 裕徳

東京	 -0049- ⑥	 ㈱東合板商会	 代表取締役	 東司 陽介

東京	 -0249	 ㈲本所木材	 取締役	 横尾 千寿子

東京・新潟	-0048- ⑥	 大塚住宅建材㈱	 代表取締役	 池田 新太郎

東京・静岡	-0237- ②	 浜資㈱	 代表取締役	 生熊 丈裕

東京	 -0054- ⑥	 ㈱東京新建材社	 代表取締役	 梶本 芳則

東京	 -0057- ⑥	 ㈱斎藤材木店	 代表取締役社長	 齋藤 友克

神奈川	 -0058- ①	 ㈱松崎	 代表取締役	 高橋 至

北陸	 -0050- ⑥	 ㈱塚﨑修商店	 代表取締役社長	 塚﨑 雅也

北陸	 -0056- ⑥	 ㈱山田木材	 代表取締役社長	 山田 昌弘

中部日本	-0008- ⑥	 ㈱ヤマガタヤ	 代表取締役	 吉田 達弘

中部日本	-0009- ⑥	 ㈱きもと	 代表取締役	 前川 秋紀

中部日本	-0010- ⑥	 ㈱太閤	 代表取締役	 西川 正孝

中部日本	-0011- ⑥	 亀田合板㈱	 代表取締役	 亀田 暁典

関西	 -0027- ⑥	 ㈱ハリマック	 代表取締役	 湯浅 利弘

関西	 -0028- ⑥	 ㈱イナバ	 代表取締役	 大地 庸元

関西	 -0029- ⑥	 ㈱イズミ	 代表取締役	 兒玉 巌

関西	 -0030- ⑥	 ㈱ KEY BOARD	 代表取締役社長	 井垣 正光

関西	 -0033- ⑥	 ㈱山王	 代表取締役	 岡田 康司

関西	 -0035- ⑥	 ㈱丸産業	 代表取締役	 丸 敏幸

関西	 -0036- ⑥	 ㈱クトクマーケティング	 代表取締役	 村石 建治

関西	 -0038- ⑥	 奥西ベニヤ㈱	 代表取締役	 奥西 正英

関西	 -0039- ⑥	 集建産業㈱	 代表取締役	 坂口 明子

関西	 -0040- ⑥	 イヌイ㈱	 代表取締役	 江藤 光哉

関西	 -0041- ⑥	 ㈱アサノ	 取締役社長	 浅野 敏行

関西	 -0043- ⑥	 北恵㈱	 代表取締役社長	 北村 誠

関西	 -0045- ⑥	 ㈱丸五木材	 代表取締役	 松尾 恭伸

関西	 -0046- ⑥	 ㈱大五	 代表取締役	 大地 健太

関西	 -0047- ⑥	 マルコマ㈱	 代表取締役	 石本 勝範

関西	 -0089- ③	 新洋木材工業㈱	 代表取締役	 山内 卓三

中国	 -0059- ④	 明和建材㈱	 代表取締役	 黒田 総司

九州 S	 -0019- ①	 ㈱協和通商	 代表取締役	 大坪 暁

九州	 -0009- ⑥	 ㈱マルヒラ	 代表取締役	 平澤 浩人

九州	 -0010- ⑥	 ㈱近藤材木店	 代表取締役	 近藤 真一郎

九州	 -0051- ④	 ㈱トーソー	 代表取締役	 津山 正幸

九州	 -0117- ②	 ㈱ MK	 代表取締役	 宮本 克二

九州	 -0011- ⑥	 ㈱ダイショウ	 代表取締役	 大坪 政憲

九州	 -0013- ⑥	 森重木材㈱	 代表取締役	 森 將彰

㈱ブルケン東日本
　 軽米営業所

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した60 社


